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《実験目的や実験手順を確認》

この日の授業は「台車に働く力」。手のひらサ
イズのミニ台車を、バネで弾いたり、おもりが落ちる
力で引っ張ったりして、台車の加速・減速運動を
観察し記録しました。

データの記録は、記録紙への打点間隔を物
差しで測る従来方式と、タブレット端末(財団助
成金で購入)のアプリで連続写真をとるICT活用
方式の2つです。

タブレット扱いは先生よりもかなり慣れた風でした

理科教育助成校・団体を選考

11月17日に選考委員会を開き、来年の1月から助成

を開始する学校・団体を下表のように選定しました。各校

申請書を深く読み込み、計画の具体化や助成金の使い

方が検討不足の案件に対しては厳しい改善要請を出して

レベルアップを図りました。

理科教育助成校を訪問

財団ではこの季節に理科教育助成の対象校を訪問し、授業の様子や先生方の

授業研究論議を見せていただいています。11月11日には、福島県二本松市の廃

校となった小学校に原発被災地から避難して学習を続ける、浪江町立浪江中学校

を訪問しました。同校生徒は、1,2,3年生それぞれ4,7,9名の全校20名です。学校

行事やクラブ活動、授業のグループ学習など大変な苦労・工夫をなさりつつ、明るく学

んでいる姿に胸を打たれました。

《実験結果と考察を発表》

「台車に働く力は摩擦力です。」と発表したと
ころで授業時間終了。生徒同士の論議や先生
の誘導時間が足りず、やや消化不良でした。

授業後、全教科の先生が参加する研究会で
は、担当の理科の先生からICTの善し悪しが指
摘されました。ICT方式は直感的理解は優れる
ものの、現象の論理的理解や言語化のためには
従来の手書きデータ処理が優れた学習手法にな
るように思われます。

ICT活用教育道半ば、と感じる日となりました


